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鳥 取 県 知事 　 登 録番 号 　 第０ ５ － １４ ２

管 理 建 築士 （ 一 級建 築 士 登録 番 号 　２ ０ ２ ７ ９１ ） 　 藪田 　 浩 明

構造関係共通事項（１）
－Ｓ　－　０１

１

総　

則

１．１　適用範囲等

る。

図とする。

１．２　優先順位

１．特記仕様書（構造関係）

１．３　用語の定義

１．４　記号

設計図書間で配筋方法に相違がある場合の優先順位は以下のとおりとする。

２．図面　　２－１　下記２－２以外の図面

２－２　構造関係共通事項（配筋標準図、鉄骨標準図）

設計図中で使用する記号は、表１．１、表１．２を標準とする。

表１．１　鉄筋の断面表示　

(ａ)　異形鉄筋の径（本文、図、表において「ｄ」で示す。）は、呼び名に用いた数値とする。

(ｂ)　長さ、厚さの単位は、特記なき限りmmとする。

(ｂ)　構造関係共通図（配筋標準図）は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄筋の加工、組立等の一般的な標準

構造関係共通事項

区分

梁・スラブの上がり下がりの範囲

耐力壁の種別

ＦＬからの上がり下がり

表１．３　梁貫通孔記号　

4003753503253002752502252001751501251007550径

建　築

区分

管名

記号（建築用）

表１．４　スリーブ材質の凡例　

鋼 管 溶融亜鉛めっき鋼板 硬質塩化ビニル管（薄肉管） つば付き鋼管（黒管）

ＳＰ（白管） ＧＡ ＶＵ ＲＳ

建築用以外のスリーブ材質は各工事による。

次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

(１)　柱の四隅にある主筋（図２．１の○）で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合

(２)　梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端（図２．１の○）にある場合（基礎梁を除く）

２　異形鉄筋の末端部

（注）１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フックを用いる場合は、余長を４ｄ以上とする。

２．90°未満の折曲げの内法直径は構造図による。

構造関係共通図（配筋標準図）

表１．１　鉄筋の折曲げ形状及び寸法

鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所は、表１．１を標準とする。

　１　鉄筋の加工

折曲げ内法直径（Ｄ）

SD390
SD295A

SD295B,SD345

D16以下 D19～D38 D19～D38

３ｄ以上 ４ｄ以上 ５ｄ以上

及び

180°

135°

 90°

135°

折曲げ

角 度

（幅止め筋）

 90°

折　曲　げ　図

(ａ)　鉄筋の重ね継手

３　鉄筋の継手及び定着

(３)　煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

(４)　杭基礎のベース筋

(５)　帯筋、あばら筋及び幅止め筋

(２)　径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

(３)　主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、40ｄと表３．１の重ね継手長さのうち大きい値とする。

表３．１　鉄筋の重ね継手の長さ

SD390

SD345

18

21

24,27

30,33,36

18

21

24,27

30,33,36

21

24,27

30,33,36

45ｄ

40ｄ

35ｄ

35ｄ

50ｄ

45ｄ

40ｄ

35ｄ

50ｄ

45ｄ

40ｄ

35ｄ

30ｄ

25ｄ

25ｄ

35ｄ

30ｄ

30ｄ

25ｄ

35ｄ

35ｄ

30ｄ

（フックあり）
鉄筋の種類

コンクリートの設計基準

強度　Ｆｃ（Ｎ／mm2） （フックなし）

（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

Ｌ１ Ｌ１ｈ

　　　２．フックありの場合のＬ１ｈは、図３．１に示すようにフック部分　を含まない。

重
ね
継
手

機
械
式
継
手

圧
接
継
手

フックありの場合

　－　

　－　

フックなしの場合

表３．２　隣り合う継手の位置

D10 D13 D16 D19 D22 D29 D32
径

建　　築

説明

スラブの配筋種別

スラブ厚さ

階段の配筋種別

土間コンクリート

コンクリートブロック壁（ＣＢ壁）

表１．２　各階伏図における記号　

記 号 説明記 号

杭の位置

試験杭の位置

打増しの範囲

スラブ開口

ボーリング位置

D25

SD295

(ａ)　構造関係共通事項は、構造関係の共通的事項と、構造関係共通図（配筋標準図）から構成され

３．国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和7年版）」または「公共建築改修工事標

準仕様書（建築工事編）（令和7年版）」

(ｃ)　構造関係共通図（配筋標準図、鉄骨標準図）以外については、設計図及び監督員の指示による。

主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、構造図による。

(ｂ)　鉄筋の定着

る。

(１)　鉄筋の定着の長さは、表３．３による。柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着長さは、40ｄと表３．３の定着長さのうち大きい値とす

(１)　鉄筋の重ね継手の長さは、表３．１による。

(４)　隣り合う継手の位置は、表３．２による。ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ16以下の場合は除く。なお、先組み工法等で、柱、梁の

(５)　基礎梁主筋の継手

(２) 継　　手

(３)

部分

土に接しない

土に接する部分

煙突等高熱を受ける部分

スラブ，

耐力壁以外の壁

柱，梁，耐力壁

擁壁，耐圧スラブ

柱，梁，スラブ，壁

基礎，擁壁，耐圧スラブ

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

屋内

屋外

20

最小かぶり厚さ

30

30

30

30

40

40
*40

*60

60

（注）１．＊印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は構造図による。

２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）のも

表４．１　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ（単位：mm）

構造部分の種別

の1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。

(ａ)　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表４．１による。ただし、柱及び梁の主筋にＤ29以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径

４　鉄筋のかぶり及び間隔

のを除く。

３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを含まない。

４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、構造図による。

(ｂ)　柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに10mmを加えた数値を標準とする。

(ｃ)　鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

(ｄ)　鉄筋相互のあきは図４．１により、次の値のうち最大のもの以上とする。ただし、特殊な鉄筋継手の場合のあきは、構造図による。

(１)　粗骨材の最大寸法の1.25倍

(２)　25mm

(３)　隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の1.5倍

(ｆ)　貫通孔に接する鉄筋のかぶり、厚さは(ｃ)による。

(ｅ)　鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは(ｄ)による。

40ｄ

５．フックあり定着の場合は、図３．２（イ）に示すようにフック部分　を含まない。また、中間部での折曲げは行わない。

６．軽量コンクリートを使用する場合は、表３．３の値に５ｄを加えたものとする。

（注）１．Ｌ１、Ｌ１ｈ：２．以外のフックなし直線定着の長さ及びフックあり直線定着の長さ

２．Ｌ２、Ｌ２ｈ：割裂破壊のおそれのない箇所へのフックなし直線定着の長さ及びフックあり直線定着の長さ

３．Ｌ３　　　：小梁及びスラブの下端筋のフックなし直線定着長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。

４．Ｌ３ｈ　　 ：小梁の下端筋のフックあり直線定着長さ

表３．３　鉄筋の定着の長さ

40ｄ

40ｄ 35ｄ

35ｄ 30ｄ

35ｄ 30ｄ

50ｄ 40ｄ

45ｄ 35ｄ

40ｄ 35ｄ

35ｄ 30ｄ

25ｄ30ｄ

25ｄ 20ｄ

25ｄ 20ｄ

35ｄ 30ｄ

30ｄ 25ｄ

30ｄ 25ｄ

35ｄ 30ｄ 25ｄ 20ｄ

35ｄ 30ｄ50ｄ 40ｄ

45ｄ

35ｄ

40ｄ 35ｄ

30ｄ 25ｄ

30ｄ

21

30,33,36

18

21

30,33,36

21

24,27

30,33,36

小梁 スラブ

フックなし フックあり

小梁 スラブ

SD345

SD390

20ｄ
150mm以上

10ｄかつ
－10ｄ

Ｌ２

Ｌ３

Ｌ１ｈ Ｌ２ｈ

Ｌ３ｈ

コンクリートの

設計基準強度

45ｄ

Ｆｃ（Ｎ／mm2）

18

鉄筋の種類
Ｌ１

24 ,27

24 ,27

SD295

べた基礎継手及び定着

下端筋

継手位置は原則として下表によるが、右図でもよい。

上端筋 短辺・長辺方向

長辺方向

短辺方向 Ｂ　　　Ｄ

Ａ　　　Ｂ　

Ａ　Ｃ　Ｄ

標準継手位置

(６)　基礎・耐圧スラブの継手位置及び定着

(１)鉄筋の折り曲げ及び定着

圧接継手

ａ ａ

ａ
ａ

ａ≧400mmａ

ａ≧400mm以上、かつ、ａ≧（ｂ＋40）mm以上

カップラー

ａ

ｂ

Ｌ１ｈ

Ｌ１ｈ

Ｌ１ｈ

ａ＝0.5Ｌ１

ａ＝0.5Ｌ１ｈ ａ≧0.5Ｌ１ｈ

ａ≧0.5Ｌ１

Ｌ１ｈ

Ｌ１Ｌ１

Ｌ１

Ｌ１

Ｄ

ｄ
Ｄ

４ｄ以上

４ｄ以上

４ｄ以上

ｄ

ｄ

Ｄ

ｄ

６ｄ以上

Ｄ

ｄ
Ｄ

８ｄ以上

壁

壁

柱

壁

床版

梁 梁壁

床版

壁

図２．１

Ｌ１ｈ

ＥＷ○○

ＥＫＷ○○

（±　　）

Ｓ０

Ｄ Ｄ

ＣＬ

ｌｏ／４

ｌｏ

ｌｏ／４

ｌ１

3/4以上かつLa

全長

Ｌ
２

※

※設計者の判断による。

3/4以上かつLaｌ１ Ｌ１ ｌ１

地反力（又は杭反力）を受ける場合

L2

'

（Ｄは、鉄筋の最大外径）

図４．１　鉄筋相互のあき

あき

間隔

Ｄ Ｄ

ｌｏ／４

ａ１
ａ１／ａ２≦１／６

ｔ

１５ｄ以上

肩筋（主筋の径以上）

※

L3h又は20d

L2

LbかつB/2以上
ａ　隅角部

２
０
ｄ

２０ｄ以上ａ２

B

Ｌ１

ｌｘ／４ ｌｘ／４

ｌｙ

Ｃ

Ｄ

Ｃ Ａ

Ｂ

Ａ Ｃ

Ｄ

Ｃ

ｌ
ｘ
／
４

L2

※ＬｂかつＢ/2以上
肩筋Ｄ１３以上

　１５ｄ以上

肩筋Ｄ１３以上

　１５ｄ以上

Ｌ３ ※４－５ａ)定着に同じ

ｌ
ｘ
／
４

ｌ
ｘ

外周部は８ｄ以上

以上折り曲げる

ｌｘ≦ｌｙ

図３．１

図３．２　

ｔ
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－
木質工事特記仕様書（１）

Ｓ　－　０２

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ
レレ

レ

レ

レ レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ 2

レ

レ

監理者

社内

監理者

社内

木口記入

検査後

木口記入

検査後

〇

10

10

100100100

100 100 100

1等

1等

梁・桁

柱

レ

すぎ

すぎ

レ

レ

レ

レ

レ

KD20

耐力壁 構造用合板 ２級 　－　 Ｃ－Ｄ 特類 １２mm

レ

レレ レ

レ 2

〇〇〇

〇 〇

すぎ 目視等級区分　一等

レ

梁

構造用製材

特級

構造用集成材 E105-F300
欧州赤松 JAS基準 使用現場B

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

柱・梁

レ レ

含水率は平均含水率とし下地材等に用いる場合でも含水率Ｄ25以下であることを確認する。

ＢＮ釘

設計図書の優先順位は下記による。

１．一般事項

（２）設計図書

設計図書とは本仕様書、設計図、指示書（現場説明書および質疑回答書を含む）をいう。

（１）適用範囲

本仕様書は建築物および工作物の構造上主要な部分に木材を用いる工事に適用する。

・構造用合板はできるだけ大きい寸法のものを用いる。

２．材料の品質

2.1　木質材料

（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材

（３）構造用合板、構造用パネル

本項の内容は特記無きかぎり構造用合板及び構造用パネルの日本農林規格に準ずること。

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)

本項の内容は特記無きかぎり構造用集成材及び構造用単板積層材の日本農林規格に準ずること。

・木栓はナラ・ケヤキ・カシ等で気乾比重0.6以上の広葉樹とし、節や目切れ等の欠点の無い

ＺＮ釘

種　類 材　質

ＳＮ釘

ＧＮ釘

ＣＮ釘

Ｎ釘

３．材料品質の検査方法

ここでいう接着接合とは、建設現場で用いるものを対象とし、内容は特記による。

（６）接着剤（接着接合）

（４）ドリフトピン、コーチスクリューボルト、ジベル、シアプレート、木栓

・材質は鋼、ステンレス鋼、非金属。径と長さの組み合わせは　　　　　　参照。

種　類

（２）ボルト、ナット

表面処理、部品等級など

（５）接合金物、鋼材

適　用　径

・電気メッキ

M3～M36

M3～M20

・SUS304ステンレスボルト

全ネジ六角ボルト

有効径六角ボルト

・SS400

・SS400

M3～M36・SS400呼び径六角ボルト

材　質

・溶融亜鉛メッキM12～M24アンカーボルト ・SS400

ものとする。

・座金は用途ごと（引張、せん断）に下表により使い分ける。

（３）座金

コースレッド

に錆を生じるおそれのある場合は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記による。

2.2　ファスナー

・鉄

・鉄

石膏ボード用

耐力壁、床板、屋根

使用箇所　頭部／胴部の形状適　用　径

・真鋳

特殊ネジ

木ネジ

（１）くぎ、木ネジ、特殊ネジ

標準メッキ処理は、溶融亜鉛メッキ：　　　　、電気メッキ：　　　　　　　　とする。

（２）土壌処理

　　　日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする

・現場処理（注：給排水用塩化ビニル管に接する部分は、管を保護する）

・工場処理材（注：現場の加工、切断、穿孔箇所等は、現場処理に準じる）

・高耐久材の使用（注：製材の心材あるいは心持ち材又は集成材）

（数値は％を示す）

の確認

(JAS)表示

日本農林規格

立会い目視検査

４．耐久性（防腐・防蟻・耐候処理）

含水率測定は、乾燥作業直後に行う。

・監理者欄の〇は立会い検査が必要であることを示す。　

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)

確認の方法

（３）ファスナー

材　料

パネル

構造用

合板

構造用

ＬＶＬ

構造用

集成材

構造用

書等の写し

製造工場の認定

寸法、数量

寸法、数量

（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材

（３）耐候処理（塗装）

　　準とし、処理方法は日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。

注：処理範囲は、外周部布基礎の内側、内部布基礎の周辺２０ｃｍ、束石等の周囲２０ｃｍを標

□防蟻薬剤による処理：薬剤（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（１）木材の防腐・防蟻処理

（４）接合金物

　　　　　　　　　　（長さはネジ部の長さと同寸とする。）

６．接合

５．木材の加工

　　□　ボルト接合工法の場合　　　：　±5ｍｍ以下

　　□　軸組工法の継手仕口の場合：　±1.5ｍｍ以下

・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の断面寸法　 

（dはボルト径）

56

1.0ｄ0.8ｄ

0.8ｄ0.6ｄ

1110

（５）コーチスクリュー接合

（４）ボルト接合

（３）木ネジ接合

（２）釘接合

・採用する方法は監理者の承諾を得る。

（１）仕口、継手の原則

（６）ドリフトピン接合

（１）刻み時の注意

（３）表面仕上げ

本項の内容は特記無き限り、針葉樹の構造用製材及び広葉樹の製材及び枠組壁工法構造用製材等

の日本農林規格に準ずること。

記入無き梁桁、母屋、タル木等の曲げ材のうち、見えがかり材は目視等級材の甲種２級、

見えない部分の木材は甲種３級とする。その他は乙種２級とする。

や接合部に欠点が当たらないように加工する。

材の曲がりについては、上記にかかわらず目視等級１級相当とする。

強度等級を指定した材料は特に、材料の欠点の節、目切れ等に注意して材料を選定し、仕口

乾燥の際背割りを行う。但し見えがかり部・相欠き部材・構造用合板の釘接合面には行わない。

（３）標準仕様書

（４）設計図書の優先順位

レ は適用項目を示すものとする。

設計図書に記載なきものは「住宅金融公庫監修・木造住宅工事共通仕様書」及び「国土交通大臣

官房官庁営繕部監修・木造建築工事共通仕様書」に準ずる。

上記の仕様書に記載なき場合は、公共規格かこれに準ずる規格を適用する。

（５）疑義

（６）製作要領書及び施工計画書の作成・提出

工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監理者の承諾を受ける。

疑義を生じた場合や工法の提案を行いたい場合には監理者に申し出、その処理方法について協議

する。

１．指示書（現場説明書及び質疑回答書）

２．設計図

３．本仕様書

４．標準仕様書

（７）施工図及びプレカット図の提出

工事に先立ち各種の施工図を作成し監理者の承諾を受ける。また、必要に応じて接合部のモック

アップの作成を行う。プレカット工場を使用する場合には、プレカット図を施工図と位置づける。

（８）製作工場の選定、承諾

（９）各種試験・検査報告書の提出

設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ自主管理能力を

有した製作工場及び木工技能者を選定し、監理者の承諾を受ける。

施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。

ここに示すファスナーや接合金物などは、木質構造の接合部に適用する。ファスナーや接合金物等

・ｽﾃﾝﾚｽ鋼

シージングインシュレイション

ファイバーボード

・軟鋼線材

・ｽﾃﾝﾚｽ鋼

・材種・等級は表示を確認し、外観・寸法検査は日本農林規格に準じて行う。

・含水率やヤング係数は刻印された表示の確認を原則とし、全乾重量法や動的曲げ試験は公的試験

　場にて行う。含水率計は住木センタ－認定品を、曲げヤング係数は全国木材組合連合会の認定品

　を用いて測定することを原則とする。

・全乾重量法や静的曲げ試験は１荷口につき確認する試験本数を示す。試験体は実際に使用する同

　一部材の中から抽出し、木材の試験方法（　　　　　）に準ずる。

・動的曲げ試験の判定基準は日本農林規格の針葉樹の構造用製材、合板、パネル、の強度区分材に

　準ずる。

強度、曲げ性能、板面の品質、接着耐久性、ホルムアルデヒド放散量

強度、ホルムアルデヒド放散量

樹種、曲げヤング係数、水平せん断、接着性能、ホルムアルデヒド放散量

部材、断面、長さ、数量

樹種、品名、強度、材面の品質、接着性能、ホルムアルデヒド放散量

部材、断面、長さ、数量

確認項目

・設計図書に明記されたファスナーであることを確認すること。同等性能のファスナーを用いる

場合には、その主旨を監理者に申し出、承諾を得ること。また必要に応じて立会いによる性能

　確認を実施する。

・設計図書等に明記された接合金物であることを確認する。同等認定品や性能認定品を用いる

場合には、その内容を監理者に申し出、承諾を得る。

　特記無き場合は、日本しろあり対策協会または日本木材保存協会認定品、あるいはこれと同等

　以上の効力を有するものとする。

□土壌処理省略 □北海道　□東北　□北陸

□造膜型、　□含浸型、　・部位（　　　　　　　）

製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。

（２）加工寸法の精度（下記の値を標準とする）

　　□　図面表示が挽き立て寸法の場合：　±1.5ｍｍ以下　　　

　　□　図面表示が仕上がり寸法の場合：　＋1.5ｍｍ、－0ｍｍ以下

・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の材長

・集成材、構造用単板積層材

　　材長：　□　±5ｍｍ以下　　　□　（　　　　　　　　）

　　長辺：　□　±1.5％かつ±5ｍｍ以下

　　短辺：　□　±1.5ｍｍ　　　

・ボルト穴径：ｄ+1.5ｍｍ（ｄ≦M12）、ｄ+2.0ｍｍ（ｄ≧M16） （dはボルト径）

・ドリフトピンの穴径：ｄ±0ｍｍ （dはボルト径）

（４）面取り

　□梁：（　　　）　mm

 □製材　　　化粧材：　　　　　　　　野物材：　　　　　　　　板材：

　による。

　法用の一般的な適用慣例に従う。一般的な適用慣例については、９．軸組構法接合部標準仕様

・仕口、継手の方法は構造図による。特記無き場合は　１．（３）標準仕様書に示された在来工

・仕口、継手の各部に作用する応力を考慮し、部材の引き抜けが生じないように、原則として羽

　子板ボルトや木栓など、引張り抵抗をする補強部材を併用する。

・釘は材の繊維に対して乱に打ち、割れを生じないように端距離、縁距離、釘間隔を大きく取る。

・釘の長さは材厚の２．５倍以上とする。

・１ヶ所の釘の本数は２本以上とする。

・釘に錆を生じるおそれのある場合は、適切な防錆処理を施す。

・自動釘打ち機を使用する場合は、面材に釘がめり込まないようにする。そのために、釘打ち機

　の圧力を弱めるか、最後は手打ちを用いるなどの方法による。

・構造用面材を耐力壁とする場合の釘打ち方法は「昭和　年建設省告示　　号」による。

・構造耐力上主要な部分において、釘を引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

・小口面に打たれた釘は、引き抜き方向に抵抗させることはできない。

・構造耐力上主要な部分において、木ネジを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

・小口面にねじ込まれた木ネジは、引抜き方向に抵抗させることはできない。

・木ネジの先孔の径：針葉樹・・・主材　　　、側材　　

　　　　　　　　　　広葉樹・・・主材　　　、側材　　

　　　　　　　　　　（先孔の深さは、主材へのねじ込み深さの２／３程度とする。）

・ねじ込みには適切な道具を使い、ハンマーなどで打ち込んではならない。

・ねじ込みを容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。

・締め付けに先立ち、ボルトの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適しているものである

　ことを確認する。

・ボルト接合部付近に節・目切れなどの欠点がある場合は、ボルト本数を適切に増加する。

・ボルトの締め付けは、座金が部材にめり込む程度とし、めり込み音が発生した時点で締め付け

　を完了する。

・締め付けを完了したボルトは、ねじ部がナットから２山以上突き出ていることを確認する。

・一度締め付けたボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだもの

　については再度締め直しを行う。

・構造耐力上主要な部分において、コーチスクリューを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

・コーチスクリューの配置間隔、縁距離および端距離、使用する座金は同じ胴部径のボルトに準

　ずる。

・胴部の先孔の径は胴部と同径とし、長さも胴部と同寸とする。

・ネジ部の先孔の径：比重　 以上の樹種・・・ネジ径の　～　％

　　　　　　　　　　その他の樹種・・・・・・・ネジ径の　～　％70

60 70

40

・コーチスクリューは先孔にレンチなどで回しながら挿入し、ハンマーなどで打ち込んではなら

　ない。

・ねじ込みを容易にするためや、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。

・ボルトやコーチスクリュー等と併用し、ドリフトピンの変形にともなう部材の開きを防止する。

・ドリフトピンは孔に密着させる。

・一度締め付けた併用ボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだ

　ものについては再度締め直しを行う。

0.4

N19～N150

CN25～CN150

BN25～BN125

ＺＮ４５～９０

GNF25～GNF125

3.05 mm

部　位
品　名 材　面

品　質等　級
樹　種

ホルムアルデヒド

放　散　量

接　着

性　能

適　用

種　類

Ｃマーク

材　質 表面処理、その他

・電気メッキ

・電気メッキ

・電気メッキ

φ64、φ102

M12～M24

適用径・長さ

φ9～φ19

φ9～φ19

・堅木

・SS400

シアプレート

スプリットリング

適　用　径

ドリフトピン

8070603530

706050353025

664.5

140120907060

125105806050

139 96

2420161210

3.2

40

3.2

4.5

3.2

45

40

4.5

8ボルト径に対する座金の大きさ

丸座金の直径

丸座金の直径

角座金の一辺

角座金の一辺

厚さ

厚さ

せん断を受けるボルト

引張を受けるボルト

・角座金・丸座金

・電気メッキ

形状・表面処理　その他

M8～M24・SPCC

・SPHC

材　質

座金

・材質、径、形状、仕上げ

・材質、径、形状、仕上げ

・材質、径、長さ、仕上げ

・材質、径、長さ、仕上げ

引き寄せ金物

・材質、形状、仕上げＣマーク金物

・材質、形状、仕上げ

・材質、形状、仕上げ

確認の方法確認項目

表示の確認

ファスナーの種類

・材質、径、長さ、仕上げ

・材質、径、長さ、仕上げ

くぎ

確認の方法確認項目

表示の確認

接合金物

Ｚマーク金物

部　材

鋼材

その他の金物

引寄せ金物

・SS400 ・溶融亜鉛メッキ ・設計図中の特記による

・材質、胴・頭径部、長さ、仕上げ

・材質、径、仕上げ

・樹種、曲げ強度、比重

ボルト・ナット

木ネジ類

座金

ドリフトピン

コーチスクリューボルト

スプリットリング

シアープレート

木栓など

鋼材 ・材質、形状、仕上げ、溶接

・材質、形状、仕上げ、製造所

・SWRCH10R

(JIS G 3507)

・SS400

コーチスクリューボルト

（ラグスクリュー）

木栓

ヤング係数測定
確認する

確認者
仕　様

含水率測定
材種 外観 寸法

検査検査等級
表示

量法

全乾重 含水率 表示

試験

静的

試　験

動　的

計

ミルシートの写し

木栓曲げ試験

ミルシートの写し

□防蟻薬剤による処理と同等以上の対策　（　布基礎(防湿ｺﾝｸﾘｰﾄ)　　　　　　　　）

　木質工事特記仕様書（１）

　　　ＡＱ認証保存処理材：　　　　　　１種　　２種　　３種

　　　ＪＡＳ保存処理材　：　　Ｋ５ 　　Ｋ４　　Ｋ３　　Ｋ２

Ｚマーク

種　別 材　質 表面処理 適用、形状、その他

する。検査の結果、性能を満たさない材料については適用箇所を変更する等の措置を行うこと。

て、適時抜取り検査を実施する。社内検査で試験本数や抜取り率の指定がない場合は原則全数と

監理者に報告する。また監理者の立会いを要する検査については、指定された試験要領に基づい

　現場または加工工場に搬入された製材等は、加工に先立ち下記の要領で受け入れ検査を実施し、

Ｘマーク

Ｘマーク

部　位 樹　種 区分、等級 含水率 その他

曲げヤング係数区分

水平せん断性能区分

品　名

部　位 品　名
強度

等級

曲げ性能基準

合板１級

板面

品質 耐久性

接　着

厚（巾×長）

寸法(mm) ホルムアルデヒド

放　散　量

EP-Fe/Zn　5/CM2MFZn -C

JIS Z 2101

「JIS B 1180」

主要構造部には機械等級区分製材を用いることを原則とする。

(JIS G 3141)

(JIS G 3131)

300 ml/m
2

　　　・　塗布　　・　吹付　　・　浸漬　（処理量　　　　　、─処理回数2回）

□（　　　）

□（　　　）

□K4 □（　　）

□（　　）□K3

□（　　）□K3

□（　　）□K3

工場処理剤 現場処理剤高耐久材

□（　　　）

□（　　　）

□（ 塗布 ）

その他

使用部位

水周り

土台

□　杉

　□柱：（　　　）　mm

□　 塗布

外周柱下部1ｍ

□　ひのき
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（梁成180以上確保のこと）

　　　：土台同士は襟輪小根ほぞ差し又は寄せほぞ差し、柱脚部は扇ほぞ差し又は寄せほぞ差し

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

（６）建方精度

（７）施工状況の検査

・アンカーボルト施工時の立会い検査

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

・建方時の立会い検査

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

・建方後の施工状況の検査

・最終確認

（７）ジベル接合

（８）既成金物の接合

（１０）その他の方法による接合

（１）輸送計画

（２）集積・保管

集積の際は適当な受け台などを設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。降雪

や降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥による割れが

７．運搬・建て方

・建方の精度基準は下記による。　

　　□建物のわん曲　　　　：　□　e≦L／2500mm　かつ　e≦25mm

　　　　　柱据え付け面の基準高さからの誤差　：　□±3mm以下　　□〔　　　　　〕

　　　　　通り芯からの誤差　　　　　　　　　：　□±3mm以下　　□〔　　　　　〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□〔　　　　　　 　　　　 　　〕

・建方精度に不具合が発生した場合は速やかに監理者に報告し対応策を協議する。

（９）接着接合

・接合部の耐力は、使用材料および使用方法に適した接着性能の試験を行い確認する。

（４）施工時の安全性

建方作業中および作業後、横架材上に諸材料または機械などの重量物を積載する場合、あるいは

柱に大きな引張力を与えるなどの場合は監理者の承諾を受ける。また、強風などによる諸外力に

　　□　施工時の安全性に対する検討書の提出　　　□　施工時荷重条件の通知

（５）アンカーボルトの施工

・土台の穴あけはコンクリート打設後、ボルトの通り芯からのずれを実測してから行う。

　　□通り芯からの誤差　　　　　　　　　：　□±3mm以下　　□〔　　　　　〕

製品の輸送に当たっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し十分

　　□　輸送計画書の提出　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

アンカーボルトの施工方法、建方スペース、建方機械、搬入・仕分け、地組み、足場計画、建方、

（３）建方計画

１．曲げ応力や引張力を負担しない継手：腰掛け蟻継ぎ、腰掛け鎌継ぎ

腰掛け蟻継ぎ

女木

男木

台持ち継ぎ

女木

男木

腰掛け鎌継ぎ

女木

男木

継手位置

柱短冊金物

アンカーボルト

男木
女木

・伝達できるＭやＴは母材全断面の２割以下と考えること。

２．曲げ応力や引張力を負担する継手

材幅
の3
～3
.5倍

追掛け大栓継ぎ 金輪継ぎ

尻挟み継ぎ 鋼板挿入

ドリフトピン

・伝達できるＭやＴは母材全断面の２割以下と考えること。

（２）柱の継手

（３）横架材どうしの仕口

１．せん断力が母材全断面の３割以下の仕口：（大入れ）蟻掛け

・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。

あご

女木

h
2

3 程
度

男木

羽子板ボルト

女木

男木

柱

大入れ蟻掛け

２．せん断力が母材全断面の３割を超える仕口：梁受け金物

・逆せん断の補強として羽子板ボルト等を併用すること。

（１）横架材同士の継手

８．軸組構法接合部の標準仕様

・アンカーボルトはダブルナットとする。　□適用除外　〔　　　　　　　　　　　　　　　〕

・アンカーボルトは鉄筋等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打ち込みを行う。

梁受け金物の例

（クレテック金物）
渡り顎掛け

（４）柱と横架材の仕口

１．柱の上下端部：短ほぞ差し、長ほぞ差し込み栓止め

柱

横架材

横架材

山形プレート

＋

短ほぞ差し

山形プレート止め

長ほぞ差し

込み栓止め

（但し、柱勝ちの場合、落とし蟻又は土台をて寄せほぞ差しとする。）

・短期の引張力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、

２．土台の出隅入隅部

扇ほぞ差し
襟輪小根

ほぞ差し
ほぞ差し
寄せ

ほぞ差し
寄せ

落とし蟻

傾ぎ大入れ

ほぞ差し

短冊金物

かね折り金物

小胴付きほぞ差し

３．通し柱と胴差し：小胴付きほぞ差し、傾ぎ大入れほぞ差し、梁受け金物

・梁受け金物以外の仕口には、引張の補強として短冊金物やかね折り金物等を併用すること。

（５）筋かい端部

（６）火打ち、方杖

・Ｚマーク鋼製火打ち又は同等品としてもよい。

（７）小屋束の上下端部

筋かいプレート

（同等認定品）

・短ほぞ差し又は長ほぞ差し込み栓止めとする。

・平12建告1460号の例示仕様又は同等品とする。

傾ぎ大入れほぞ差し

ボルト（M12標準）

ひら金物 小屋梁

小屋束

もや

・半欠き根太：横架材に大入れ腮掛け＋斜め釘

・転ばし根太：根太が正角断面の場合、横架材に脳天釘止め

・風の負圧の補強：許容応力度計算により必要耐力を有するひねり金物等を取り付ける。

根太が縦長角断面の場合、斜め釘２本＋転び止め

・落とし込み根太：横架材に大入れ or 根太掛け＋斜め釘

根太彫り

半欠き根太

（９）間柱と横架材

・上下横架材に深さ3mm程度大入れ＋斜め釘上部ほぞ差し、下部突き付け＋斜め釘

（d：釘径）

（d：ボルト径、t：主材厚）
（１１）ボルトの最小間隔及び最小端あき距離

（１０）釘の最小間隔及び最小端あき距離

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

（８）根太、垂木と横架材

・垂木：横架材に垂木道を掘り、転ばし根太と同様に止める。
たる き みち

・接着剤を用いた接合を行う手順は、接着剤製造業者の推奨する接着仕様に従うとし、実験によっ

　て接合部に要求される耐力と耐久性が立証された場合はその際の作業条件を標準とする。

・使用材料および使用方法は構造図によるものとし、監理者の承諾を得る。

な検討を行う。また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。

発生するため避ける。　　　□　集積場の確認　  〔　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

養生、安全対策などについて検討し、建方計画書としてまとめる。

対しては、必要に応じて仮設補強等の処置を施す。

・芯出しは、型板を用いて基準墨に正しく合せて適切な機器等で正確に行う。

・地組み時の立会い検査

　　□　目視による精度確認　　□　計測機器による精度確認　　□　アンカーボルト径、間隔

　　□　防腐・防蟻処理　　　　□　材料の加工寸法検査　　　　□　ファスナーの施工状況

　　□　目視による精度確認　　□　計測機器による精度確認　　□　材料の加工寸法検査

　　□　目視による精度確認　　□　計測機器による精度確認　　□　材料の加工寸法検査

　　□　接合金物の施工状況　　□　その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　工事中に発生するボルトの緩み、ファスナーおよび接合金物に影響する材の割れ、接着面の

　　はがれ等に注意を払い、不具合が発生した場合は是正する。補強の必要がある場合は速やか

　　に監理者に報告し対応策を協議する。

・やむを得ず柱の継ぎ手を設ける場合は、曲げと軸力による複合応力の検定を行い安全性を

・男木の梁せいが女木の２／３以下の場合か、仕口直下に柱がある場合には、大入れとして

・逆せん断と引張の補強として羽子板ボルト等を併用する。

　もよいが、そうでない場合は男木のせいの２／３程度の顎をかける。

・既製品の場合は金物メーカーの許容せん断耐力の値を用い、特注品の場合は構造計算で

　許容せん断耐力を算出して安全性を確認すること。

・短期の引張力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、

必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。

必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。落とし蟻の場合は、ＨＤ金物を用いる。

・角材を用いる場合の端部は、

・短ほぞ差しの場合、風圧力による引張力の補強として、かすがい２本又はひら金物又は山形

　プレート止めとする。

傾ぎ大入れほぞ差し＋ボルト締めとする。

軒桁

垂木

ひねり金物

転び止め

・木部材は接合部付近の割れ、節、目切れなどの欠点に注意し、彫込み・打ち込みまたは圧入に

・接合材は十分圧着させる。木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだものについて

　際して割れを生じないよう、ジベルの種類に応じた断面と余長をもたせる。

　は再度締め直しを行う。

・羽子板ボルト、ひら金物、短冊金物、かね折り金物および箱金物などの取り付けは、それぞれ

　の仕様に基づき、接合両材の間が密着するように締め付ける。

　　□　建方計画書の提出　

　　□建物の倒れ　　　　　：　□　e≦H／2500+10mm　かつ　e≦50mm

　　　（節点間のレベル差）　　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□柱据え付け面の高さ及び位置

　　　　　階高　　　　　　　　　　　　　　　：　□－5mm≦△H≦+5mm

　　　　　　　　　　　　　　　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□梁の水平度　　　　 　：　□　e≦Ｌ／  700+ 5mm　かつ　e≦15mm

　　　　　　　　　　　　　　　□　〔　H/1000　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　木質工事特記仕様書（２）

　　　　　　　　　　　　　：追掛け大栓・金輪・尻挟み継ぎ、鋼板挿入ドリフトピン接合

　確認する。

・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。

・せん断力が大きい場合は台持ち継ぎとする。

・逆せん断と引張の補強として短冊金物等を併用すること。

・柱からの持ち出し位置は、連続梁の長期荷重の反曲点付近とする。

３．一方を片持ち梁とする場合：レベル差を設け渡り腮掛け

片持ち梁

E1 P1 P1 E2

E2

E2

P2

P2

E1

E2

P2

E2
E2
P2

E1E1 P1 P1

E1

P2

P2

E1

P1

15d 10dE1

12d 10dP1

5d 8dE2

5d 8dP2

7d

7d
7d（荷重負担側）

4d（荷重非負担側）

1.5dかつP2/2

t/d>6

t/d≦6 1.5d

E1

P1

E2

P2
4d

3d

t/d=2

2≦t/d<6

t/d>6

3d

3d～5d

5d

繊
維
方
向

繊
維
直
交
方
向

加力方向

繊維方向 繊維直交方向

繊
維
方
向

繊
維
直
交
方
向

加力方向

繊　維

方　向 方　向

繊維直交

E1 P1

E2
E2

P2 E2

E2
P1

E1

P2

E2
E2

e2P2 E1 P1 E1

特記による。特記のない
場合は以下の数値とする。

4d（荷重負担側）
1.5d（荷重非負担側）
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木造在来軸組工法標準納まり図（１）

Ｓ　－　０４

※金物伏図参照

●

●

　　　名　　称

(1)使用する金物は、（財）日本住宅・木造技術センターの定める規格によるＺマーク表示品

　 または、これと同等以上のものを使用する。

(4)アンカーボルト　下記●印で選択したアンカーボルトを適用する

(1)構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

(2)施工の際は本標準図の他、｢木造住宅工事共通仕様書(解説付)｣((財)住宅金融普及協会)

　 ｢木造軸組工法住宅　接合部の設計と金物の取付｣((社)日本木造住宅産業協会)等参照のこと。

(3)床組　下記●印で選択した床組を適用する

２．金物

３．各部構造の施工上の留意点 ３　筋違いの仕口

２　柱と基礎（土台）との緊結

１　基礎と土台の緊結

(2)接合及び補強をするに当たっては、接合部位の納まりに適した金物を使用すること。

　　　使用接合具等

ZN 90

ZS 50

PB-33

PB-42

SM-12

SM-40

ST-9

ST-12

ST-15

SF

SS

SB･F,SB･F2

SB･E,SB･E2

CP･L

CP･T

VP

S

SA

C-120

C-150

CC-120

CC-150

HD-B10

S-HD10

HD-B15

S-HD15

HD-B20

S-HD20

HD-B25

S-HD25

HD-N5

HD-N10

HD-N15

HD-N20

HD-N25

0.86 0.77 0.68

0.86 0.77 0.68

1.26 1.14 0.98

1.48 1.34 1.17

11.38 10.40 10.00

22.76 20.80 20.00

1.72 1.54 1.36

4.30 3.85 3.40

ZN 40

ZN 65

1.72 1.54 1.36

2.58 2.31 2.04

5.16 4.62 4.08

5.69 5.20 5.00

4.30 3.85

5.04 4.56 3.92

5.69 5.20 5.00

1.27 1.18 1.08

11.38 10.40 10.00

17.07 15.60 15.00

22.76 20.80 20.00

28.45 26.00 25.00

7.56 6.84 5.88

12.60 11.40 9.80

20.16 18.24 15.68

22.68 20.52 17.64

29.48 26.68 22.93

　太めくぎ

　スクリューくぎ

　柱脚金物

　ひら金物

　ひねり金物

　折曲げ金物

　くら金物

　羽子板ボルト

　かど金物

　山形プレート

　短ざく金物

　かね折り金物

　かすがい

　手違いかすがい

　引き寄せ金物

　　べいつが類

　六角ボルト M12(2本)

　六角ボルト M12(1本)

　六角ボルト M12(2本)

　太めくぎ ZN65(4本)

　太めくぎ ZN65(12本)

　太めくぎ ZN40(4本)

　太めくぎ ZN40(6本)

　六角ボルト M12(1本)

　太めくぎ ZN65(10本)

　太めくぎ ZN90(8本)

　六角ボルト M12(2本)

　又はﾗｸﾞｽｸﾘｭｰLS12(2本)

　六角ボルト M12(3本)

　又はﾗｸﾞｽｸﾘｭｰLS12(3本)

　六角ボルト M12(4本)

　又はﾗｸﾞｽｸﾘｭｰLS12(4本)

　六角ボルト M12(5本)

　又はﾗｸﾞｽｸﾘｭｰLS12(5本)

　太めくぎ ZN90(6本)

　太めくぎ ZN90(10本)

　太めくぎ ZN90(16本)

　太めくぎ ZN90(20本)

　太めくぎ ZN90(26本)

　　べいつが類：べいひ・べいつが・ひば・ひのき・もみ

　　す　　ぎ類：とどまつ・えぞまつ・べにまつ・スプルース・すぎ・べいすぎ

※　ラグスクリューLS12は首下長11cm以上とし、柱寸法10.5cm角以上の部材に適用される。

※　算出根拠は、日本建築学会発行の「木質構造設計基準・同解説」による。

注：この図面は、一例を示したものであり、各現場の状況に合わせ変更して使用すること。

M12

M16
　アンカーボルト

(1)アンカーボルトの配置

(a)筋違いを設けた耐力壁の部分は両端柱の外側下部に近い位置を原則とする

②　ホールダウン金物を座金付きボルト(M16W)で土台と緊結する場合

③　山形プレートで土台と緊結する場合、または金物の無い場合

(b)構造用合板を張った耐力壁の場合は(c)に準ずる

(d)上記(a),(b)及び(c)以外の部分においては間隔2m以内になるような位置とする

②　座金付きボルト(M16W)を用いて土台と柱を緊結する場合

①　ホールダウン用アンカーボルトを用いて直接基礎に緊結する場合

(a)柱は、構造計算による引き抜き応力に耐えられるように接合金物（ホールダウン金物）に

　 より基礎または土台と緊結する。ホールダウン金物は、柱の下部に締め代を30mm程度とり

   六角ボルト(M12)、ラグスクリュー(LS12)または太めくぎ(ZN90)にて柱に固定する。

筋違いの仕口は筋違いプレート（BP,BP-2）によって緊結する

木造在来軸組工法標準納まり図

１．一般事項

※　表値は鋼板添え板による25％割増の値を示す。長期許容せん断耐力の値は表値の1/2とする。

※　べいまつ類：べいまつ・くろまつ・あかまつ・からまつ・つが

(b)　緊結方法は次による

3.38

(3.38)x1.5=5.07

(2)　アンカーボルトの施工

(a)アンカーボルトの芯出しは、型板を用いて基準墨に正確に合わせる。

(b)アンカーボルトのコンクリート基礎への埋め込み長さ

埋め込み長さ(㎜)長さ(㎜)

　 M-12   A-40

アンカーボルト

M-16,　A-60 A-70 L=600,700

(3)アンカーボルトの定着のチェック方法

埋込位置のマークを確認する。　（埋込マークの中心ポイント）

(c)アンカーボルトは、所定の位置に垂直に敷設されるよう位置出し材を布基礎型枠材に釘

　 打ちし、アンカーボルトを固定してからコンクリートを打設すること。

(d)アンカーボルトは、衝撃などにより曲がりが生じないよう、慎重に取り扱う。

　 また、ねじ部分には、損傷・錆の発生・汚れ等を防止するために布、ビニールテープなど

　　を巻いて養生を行う。

φ
18

角座金  W 9.0×80
丸座金 RW 9.0×90アンカ－ボルト用

360mm以上

250mm以上

①　ホールダウン金物をアンカーボルト（A-70）で緊結する場合

※ホールダウン金物取付位置は(← →)加力方向を想定。

(c)上記(b)以外の構造計算による引抜き応力が小さい2階柱の接合金物は、短ざく金物(S)，

　 ひら金物(SM-40)等のＺマーク表示品、または、これらと同等以上のものとする。

①　1階から3階に達する通し柱とする。

②　1階から2階までの通し柱と、2階から3階までの通し柱を組み合わせて使用する場合、

　　当該通し柱と管柱とは接合金物で緊結する。

(b)通し柱に代わる管柱の補強

外周部の主要な隅柱及び構造計算による引抜き応力が大きい2階の柱は、1階の管柱と接合

金物（ホールダウン金物）で緊結する。ホールダウン金物の取付けは、次による。

①　上階の柱及び下階の柱にホールダウン金物を用い、柱の下部及び上部に締め代を取

　　り六角ボルト(M12)、ラグスクリュー(LS12)等で各々取付ける。

②　ホールダウン金物は相互に六角ボルト（M12またはM16）を用い緊結する。

４　通し柱

※

柱へ

土台・桁へ

筋かいへ

5-ZS50

5-ZS50

7-ZS50

(45×90)1-M20(角根平頭ボルト）

（注）筋かいの勾配によって筋かい金物の

有効釘本数が異なっていることに

注意されたい。

(a)通し柱は、次のいずれかによる

(a)

(b)筋交いプレート（BP-2)

BP-2：筋かい　４５×９０

BP：筋かい　３０×９０

筋かいプレート BP-2

　　　・　剛な床組　　　　　　　　・　柔な床組

　　べいまつ類
　　　記　　号

　　　　　　　　　　短期許容耐力（kＮ）
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柱

2
0

2
0

1
0

ホールダウン金物
六角ボルト

締め代30mm

締め代30mm

ホールダウン金物

柱（下階）

六角ボルト(M12)または
ラグスクリュー(LS12)

胴差、床梁

六角ボルト(M12)または
ラグスクリュー(LS12)

柱（上階）

胴差、床梁

ホールダウン金物

ホールダウン金物

六角ボルト
M-12またはM-16

締め代30mm

締め代30mm

柱（下階）

柱（上階） 柱（上階）

柱（下階）

締め代30mm

締め代30mm

ホールダウン金物

M-12またはM-16
六角ボルト

胴差、床梁

ホールダウン金物

　　　すぎ類

(3)接合金物の許容耐力一覧表

(c)隅角部、土台継手及び土台仕口箇所の端部

アンカーボルト アンカーボルト

　 ※なお、アンカーボルトの先端は土台の上端よりナットの外にねじが３山以上出るようにすること。

L=450

  Ｌ＝　・ 600　・ 700　・ 800　・ 900　・ 1000

  Ｌ＝　・ 400　・ 450　・ 500
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Ｓ　－　０５

ホールダウン金物と横架材間の締め代を長く取り、筋違いと重ならないようにする。

①　直交する胴差がほぼ同寸であり、かつ同一高さで取合う場合

５　ホールダウン金物周辺の納まり
（１）隅柱

(a)出隅

扇ほぞ差し短ほぞ差し大入れかぶとあり

一方の胴差(B)を他方の胴差(A)に大入れ片あり掛け、胴差相互を建物の内側に添えた

にひら金物(SM-40)を当て、各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。

羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せ、上下管柱は胴差(A)に短ほぞ落としとし、管柱出隅両面

②　直交する胴差の寸法が異なり段違いに取合う場合

一方の胴差(A)を他方の胴差(B)に大入れ（かぶと）ありに仕掛け、胴差(A)の下部に添わせ

た羽子板ボルト(SB-F)で胴差(B)を引寄せ、さらに、胴差(B)の内側に添わせた羽子板ボルト

(SB-E)で胴差(A)を引寄せる。

上下管柱はいずれもそれぞれ胴差(A,B)に扇ほぞ差し、管柱出隅両面にひら金物(SM-40)を

当て各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。

①,②共、状況に応じて、かね折り金物(SA)を胴差に対して取り付けること。

(b)入り隅

入り隅は出隅の場合に準ずる。ただし、準ずることが困難な場合には通し柱とする。

(2)「隅柱に準ずる柱」の通し柱と同等以上の耐力を有するような補強方法

①　直交する胴差がほぼ同寸で、かつ、同一高さで取合う場合

間仕切桁(B)は胴差(A)に大入れあり掛け、胴差(A)を間仕切桁(B)より羽子板

ボルト(SB-E)で引寄せる。

上下管柱は胴差(A)へ短ほぞ差しとし、上下管柱外側にひら金物(SM-40)を当て、

各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。

②　胴差と直交する梁があり、上端が揃う場合

床梁(B)は胴差(A)に大入れあり掛け、下階柱には大入れ、胴差(B)を床梁(A)及び管柱(C)

より羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せる。

上下管柱は胴差(A)へ短ほぞ差しとし、上下管柱外側にひら金物(SM-40)を当て、各々太め

くぎ(ZN65)で打ち固める。

③　胴差と直交する床梁が胴差の下側にある場合

床梁(B)は下階管柱の長ほぞに差し込み、かど金物(CP-L)を片面に当て、太めくぎ(ZN65)で

打ち、胴差(A)は床梁(B)に渡りあり掛け、床梁(B)を羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せる。

上階柱は胴差(A)に短ほぞ差し、上下管柱相互は外側にひら金物(SM-40)(長さが足りない場合

は、帯金物(S-65)を代用する）を当て、各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。

床梁(B)と下階柱とは、かど金物(CP-L)を片面に当て、太めくぎ(ZN65)で打ち固める。

④　胴差と直交する床梁が胴差の上側にある場合

下階管柱の短ほぞに胴差(A)を差し込み、床梁(B)は胴差(A)にすべりあご掛けとし、胴差

より羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せる。

上階管柱と床梁(B)とはかど金物(CP-L)を片面に当て、太めくぎ(ZN65)で打ち固める。

胴差

床梁

(1)筋違いとホールダウン金物の納まり

筋違いとホールダウン金物は極力重ならないように位置を決定する。

重なりが出てきた場合には、以下の方法を参考に納まりを決定する。

(a)ホールダウン金物自体と筋違いの重なり

その場合、座金付きボルト（土台）やアンカーボルト（基礎），ボルト（床梁等）

が標準の場合より長くなることに注意する。

・梁成によるボルト長さ　(mm) ・ボルト長さ　(mm)

(b)ホールダウン金物の引寄せボルトと筋違いプレートの角根平頭ボルトのナット部分との重なり

120mm×120mmの柱に対して45mm×105mmの筋違いが取り付く場合ホールダウン金物の引寄せボルト

と筋違いプレートの角根平頭ボルトのナット部分との重なりを防ぐため以下のように納める。

ただし､120mm角未満の場合は施工できないことに注意する。

①　ホールダウンをずらす

　　筋違いプレートの角根平頭ボ

　　ルトのナットが入るように、

　　柱芯から筋違いと反対側に

　 15mmずらす。上階管柱は床梁(B)へ短ほぞ差しとし、上下管柱相互は外側にひら金物(SM-40)(長さが足り

ない場合は、帯金物(S-65)を代用する）を当て、各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。

②　改良した筋違いプレートを使用する

　　筋違いプレート(BP-2)

　　の角根平頭ボルト用穴と隣の

　　釘穴位置を入れ換えたもので、

　　構造性能に関わる基本的な仕

　　様が変わらないプレートを作

　　成し使用する。

(c)折衷壁（壁の片側が真壁）におけるホールダウン金物の納まり

折衷壁（壁の片側が真壁）の場合、柱芯から筋違い側に5mmずらし、かつ上記

(b)-②のように改良した筋違いプレートを使用する。

ただし、筋違い厚さは45mm以下となるようにする。

筋違いプレートのボルト穴と
隣の釘穴を入れ替える。

※　筋違い厚さは45mmまでとする。

(2)両側真壁の場合のホールダウン金物の納まり

両側真壁の場合、ホールダウン金物をS-HDとし、また柱のちりを16mm程度にする。

ただし、この場合筋違いは設けられない。

(3)2本のホールダウン金物の納まり

①　向かい合わせに設ける場合、六角ボルトを共有できるようにする。

(4)ホールダウンの選定

(5)3階建て用筋違い金物

②　直行に納める。①　向かい合わせに納める。

　　この場合欠損が大きいのでラグスクリューを使用することが望ましい。

②　直交する場合、ホールダウンの取り付け位置を上下に45mmずらし六角ボルトが重ならないよう

にする。

筋違いプレートのボルトと
干渉しないようHDをずらす。

ひら金物　SM-40
または、帯金物S-65

六角ボルト
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1.構造用合板
　大壁造の場合

2.構造用合板
　真壁造の場合

梁

釘 N50 @150

受材以外で合板を

継ぐ場合

胴つなぎ及び間柱

45×100以上

45×65以上

受材以外で合板を

継ぐ場合

胴つなぎ及び間柱

梁 6mm以上

受け材 30x40

釘 N75 @300

15
0
15
0

15
0
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0

30
0

土台 土台

構造用合板 構造用合板

・受け材は柱や横架材にN75-@300以下

　で平打ちする。

釘 N50 @150

1
50
15
0

1
50
15
0

150150

７　耐力壁（面材）施工例

― 3.53

7.84

釘1本を斜め打ち

から梁の掘り込みにN75

材を落とし込み受材上端

の掘り込み加工をして受

梁の側面に受材と同断面

根太と梁組の接合仕様

梁、および

1000mm以下

梁の間隔

1000mm以下

受材の間隔

の 間 隔

根太相互

受材なし

根太、および

(2)水平構面の仕様と⊿Qa　　　（四周打、川の字打）

付ける）

当該長辺にも打ち

がある場合には、

材の長辺の下に梁

して打ち付け（面

の間隔で梁組に対

を用いて150mm以下

ように、鉄丸釘N75

間に1列以上となる

根太の仕様

部分に各1列、その

面材の短辺の外周

面材釘打ち仕様

対し打ち付け

継目部分の受材に

で梁組および合板

150mm 以下の間隔

鉄 N75 を用いて

面材の四周を鉄丸

クルボード

くは、パーティ

に限る）、もし

又は２級のもの

の構造用合板、

厚さ24mm～30mm

面材の種類

(kN／m)
許容せん断耐力

単位長さあたりの

パネル（１級

又は、構造用

落とし込み

て梁の間に

の継目に沿っ

の受材を面材

せい45mm以上

幅45mm以上×

根太なし

　　内部側の入隅に有効面材を貼るために、柱面に半柱

　　を釘N75 @300で取付ける。

(a)隅角部（屋外・室内側とも構造用合板 7.5mmの場合）

(2)標準的な耐力壁（面材）の納まり

(5)小屋束

小屋束下部と小屋梁あるいは妻梁・桁は、必要に応じて金物等で接合する。

(4)棟木・母屋

棟木と第2母屋は、必要に応じて金物等で小屋束に接合する。

(3)垂木

軒先部や、けらば・棟部の垂木は軒桁・母屋・棟木等の

受材とひねり金物(ST)・折曲げ金物(SF)･くら金物(SS)等

で緊結する。

(2)小屋筋違い及び桁筋違い・振れ止め

固定する。

またがり筋違い15mm×90mm以上を釘(N50,2本)で平打ちし

小屋組の一体化を図るために、小屋束相互及び梁・桁に

(1)小屋火打梁

火打梁は耐力壁線に囲まれた隅角部に設ける。

(1)水平構面の剛性が十分期待できる床の施工（剛な床組）

６　床組　2階(3階)床

耐力壁線の交点が不一致の場合は、その階の水平力伝達に有効な横架材を耐力壁線上に設ける。

ただし、1メートル（約半間）を限度とする。

①　種　類：サイズ3×6版以上、厚さ12mm以上の構造用合板を用いる。

②　張り方：構造用合板の長手方向を根太と直交させ、かつ千鳥張りとする。

③　釘打ち：構造用合板の四周辺は釘(N50)を150mm以下で根太または床梁や胴差、

④　床根太の寸法は45mm×105mmを標準とし、根太間隔は、455mm以下とする。

　　ただし、断面寸法105mm×105mm以上の甲乙梁を1,820mm内外（１間）の間隔

　　に梁間・桁行き方向に配置する。

⑤　床梁，胴差の仕口補強

　　　柱と床梁・胴差，床梁と胴差の仕口は、金物，ボルトにより十分緊結補強

　　　する。

根太は床梁，胴差に大入れ落とし込みとし、釘(N75,2本)で斜め打ちとするか、

または、根太受け金物を用いて床梁，胴差に留め付ける。

この場合、構造用合板を床梁，胴差に釘で直張りする。

ただし、隅角部では柱があるため構造用合板のコーナーを欠いて釘打ちする。

なお、この場合、火打梁は省略できる。

床梁，胴差に直交する根太は渡りあご掛けとし、釘(N75,2本)で斜め打ちとする。

また、床梁・胴差の際には際根太、または受材を添え付け床板構造用合板の四周辺を固定する。

際根太は床梁・胴差へ釘打ち(N90)間隔303mmで平打ちする。

　　　　　　構造用合板の継手は、根太上で突き付け継ぎとし、継目下に受材

　　　　　　(45mm×45mm程度）を設ける。

　　　　　　受材等に平打ちする。

(a)根太と床梁、胴差の上端高さが同じ場合の施工方法

(b)根太と床梁、胴差の上端高さが異なる場合の施工方法

②　ホールダウン金物の取り付く柱面と直交する

　　柱面に有効面材を伸ばし、釘打ちする。

　　他方向の非有効面材は受材を設けて取付ける。

　　大きさに注意する。

　　使用するホールダウン金物はS-HDとし、受材の

　　ただし、ホールダウンと面材が干渉するので、

　　面材は受材を設けて取付ける。

　　半柱に有効面材を釘打ちする。他方向の非有効

④　面材の受材に半柱を釘N75 @300で取付け、その

　　受材の大きさに注意する。

　　で、使用するホールダウン金物はS-HDとし

　　ただし、ホールダウンと面材が干渉するの

　　面材は受材を設けて取付ける。

　　ように柱面に釘打ちする。他方向の非有効

③　有効面材をホールダウン金物に干渉しない

　　その上から半柱を釘N75 @300で取付け、その半柱に他方向の有効面材を釘打ちする。

①　ホールダウン金物の取付く柱面と直交する柱面に面材を伸ばし釘打ちする。

(b) Ｔ字部周辺

　　ボルトを使い、また、その長さに注意する。

　　この場合、ホールダウン金物の取付けは六角

　　面材を釘打ちする。

②　面材の受材に半柱を釘N75 @300で取付け、有効

８　小屋組

有効面材

(a)隅角部

①　ホールダウン金物の取り付く柱面と直交する

　　柱面に有効面材を伸ばし、釘打ちする。

　　その上から半柱を釘N75 @300で取付け、その

　　半柱に他方向の面材を釘打ちする。

(3)柱にホールダウン金物を使用する場合の耐力壁（面材）の納まり

(c)柱の断面寸法が異なる場合の面材の納め方

②　柱を外面に合わせる。内壁側は柱の一部

　　を欠き取り調整し、面材を張る。

③　柱は芯合わせとし、外壁側、内壁側とも

　　受材で調整し、面材を張る。

④　柱は芯合わせとし、外壁側、内壁側とも

　　柱の一部を欠き取り調整し、面材を張る。

①　柱を外面に合わせる。内壁側は受材で

　　調整し、面材を張る。

(b)T字部（外壁屋外側・内壁に構造用合板7.5mmの場合）

（構造用合板 7.5mm)

303
mm

1,000mm以内

(105×105)
根太方向

1
,8
20

1
,8
20

1,
82
0

1,
82
0

(105×105)
甲乙梁

1,000mm以内

隅角部では柱があるため構造用合板の
コーナーを欠いて釘打ちする。

柱

床梁

15
0

床梁

継目下の受材 根太

構造用合板

N50　釘@150
20

継目下の受材

根太

構造用合板

胴差
大入れ落とし込み

床梁

根太

床板
（構造用合板）

床板（構造用合板）床梁

根太

根太受け金物

床梁

　　根太受け金物

（構造用合板）
床板

根太

床梁 床板（構造用合板）

根太

根太受け金物

床梁

際根太

釘の
ピッ
チ

以内

根太

（構造用合板）
床板

床梁

1/3
2/3

斜め打ち
2-CN75

際根太掛け代床梁

胴差

際根太

80mm

(45×105)
根太8

0
2
51
2

構造用合板(t=12)

和室洋室

30

畳

1
2
5
5

際根太で固定する

床梁

胴差

受材
構造用合板(t=12)

洋室 和室

受材で固定する

25
80根太

(45×105)

12 30

畳

5
5

1
2

床梁 渡りあご掛け

根太
1/3
2/3

(構造用合板 7.5mm)
有効面材

内　部

半柱

有効面材
（構造用合板 7.5mm）

外　部

　　(b)床合板～耐力壁(面材)の納まり

面材耐力壁

床板（構造用合板）

居室

受け材

内　部

床板（構造用合板）

居室

プラスターボード
t=12mm

胴縁有効面材

（構造用合板 7.5mm)
有効面材

受材

プラスターボード
t=12mm

内　部 胴縁 外　部

受材

胴縁 欠き取り

受材

受材

欠き取り

胴縁 欠き取り

有効面材

半柱

軒桁

垂木

小屋梁

母屋

棟木 垂木

小屋梁

小屋束

桁行き筋違い

振れ止め

小屋束

棟木

小屋梁

有効面材

非有効面材

受材

受材

S-HD

有効面材

有効面材

半柱

有効面材

半柱

半柱

有効面材

有効面材

非有効面材

受材

有効面材

半柱
有効面材

非有効面材

有効面材

半柱

有効面材

S-HD

受材

有効面材

非有効面材

受材

有効面材

（1）釘打ち基準
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立上り詳細図　S＝1/20

基礎梁断面リスト　S＝1/20

壁芯
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壁芯

D13
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布基礎 ｆ11 詳細図　S＝1/20
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・特記なき下記による基礎梁断面リスト　　S＝1/20

　　2段筋受け筋 D10＠1000を示す。
設計かぶり厚さは、上端40㎜、下端70㎜、側面50㎜とする。
　　印は、2段筋を示す。
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特記なき基礎梁はF G 1とする。

共通事項(特記なき下記による。)

耐圧版・スラブ　断面リスト

F S 1 1 5 0
上端

D13-@150(S) D13-@150(S)
耐圧版

下端 モチアミ配筋

位置版　厚符　号
中　央

主筋（短辺）方向
端　部 中　央

主筋（短辺）方向
端　部

備　考

上端 土間コンクリート

下端
D S 1 1 2 0 D10、D13-@200(S) D10、D13-@200(S)

モチアミ配筋

1 5 0
上端

下端
D S 2 D10、D13-@150(S) D10、D13-@150(S)

土間コンクリート

モチアミ配筋

は、上部柱位置を示す。

立上り壁厚さは、外壁周り ｔ= 1 5 0、内壁 ｔ= 1 2 0とする。

は、土間下立上り(立上り天= F L±0 )を示す。

は内部土間コンクリート段差部分を示す。

は D S 1、 は D S 2を示す。

印は、土間水勾配方向を示す。

印は、土質調査位置を示す。

は立上り壁位置を示し、天端高さ＝F L + 2 0 0とする。

（F G 1 Aは基礎天端高さF L - 2 0 0とする）
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角金物×2個

埋木

▽土台天端

△G L

▽土台天端

角金物×2個角金物×2個
1 - M 1 2

△G L

1 - M 1 2

B　部分詳細図 C　部分詳細図

△G L

▽土間コン天端

1 - M 1 2

間柱6 0×1 2 0

間柱6 0×1 2 0 間柱6 0×1 2 0

△G L

埋木

1 - M 1 2

さや管+無収縮モルタル

無収縮モルタル充填
※アンカー位置調整後

木材は全て、J A S規格品( K D 2 0 )とする。

印は、柱を示し、特記なき限りサイズは1 2 0×1 2 0とする。

共通事項(特記なき下記による。)

W 2 . 5は、面材張り大壁・片面（壁倍率2 . 5）を示す。

筋交い記号は下記による。

4 5×9 0  たすき掛け筋交い（倍率4 . 0）を示す。

柱の樹種は、”杉”とする。

印は、土台1 2 0×1 2 0”桧”（防腐防蟻注入材)を示す。

印は、アンカーボルトM 1 2の位置を示す。

アンカーボルトは図示以外に、@ 1 , 8 0 0以下および土台継手の男木側に設けること。

印は、アンカーボルトM 1 6（ホールダウン）の位置を示す。

印は、アンカーボルトM 1 2（柱埋込み）の位置を示す。

土台継手の位置等により、アンカーボルトの位置を変更する場合は、監督員と協議の上、決定のこと。
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無収縮モルタル充填
※アンカー位置調整後

A　部分詳細図

面材厚：ｔ

部：小開口を設けることができる
範囲．軸組材から１００ｍｍ程度
以上離した位置とする

穴径がＬ／２（５０ｃｍ程度）

補強して面材を釘打ちすれば可
までなら四周を受け材等で

穴径が１２ｔ以下かつ
Ｌ／６以下ならば補強不要

水平方向の受材等は

斜めビス止め等で緊結する
両端を軸組の柱に対して

面材短辺寸法：Ｌ

耐力壁貫通孔
小開口付耐力壁：木造軸組工法住宅の許容応力度設計（２００８年版）
※壁倍率７倍までの孔開けルール

剛性・耐力に影響しない面材耐力壁の小開口の設け方
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3 .特記無き梁の樹種は以下とする。※樹種について監理者の承認を得ること。

4 .部材断面性能又は樹種について、性能が低下しない場合の変更は可能。

共通事項(特記なき下記による。)

5 .　　　　は、下階柱位置を示す。

7 .　　　　は、オメガメタルブレース（勾配用）を示す。

横架材仕口部・継手部 接合部リスト

使用区分は、梁伏図参照３．

２．

１． 特記なき梁接合部は　　とする。J 1

部　材記　号

横架材
相　互
仕口部
継手部

腰掛け蟻(鎌)継＋短冊金物ｘ２

腰掛けあり＋羽子板ボルトｘ２

腰掛けあり＋羽子板ボルト
J 1

J 2 1 5 . 0 k N

1 0 . 0 k N

短期許容耐力

パラペット間柱脚部金物詳細図 S＝1 / 1 0

腰掛け蟻(鎌)継＋短冊金物

短期許容耐力以上の仕様とする場合は、接合部仕様を変更してよい。

6 0×1 0 0＠5 0 0

パラペット受け間柱

コンパクトコーナー

コンパクトコーナー

オメガ短冊スリム1 0

（タナカ）両面

（タナカ）

（タナカ）

8 .　　　　は、折板ケラバ受材１０５×１０５杉を示す。

　　　符号末尾記号（Ａ）　：欧州赤松集成材（Ｅ１０５-Ｆ３００・異等級構成）

　　　樹種は杉とする。

2 .特記なき梁の梁幅は1 2 0とし、梁せいは特記（伏図記載の数値）による。

1 .木材は全て、J A S規格品( K D 2 0 )とする。

6 .　　　　は、梁継手位置を示す。
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柱頭金物

柱脚金物

断 面 短期許容耐力

かすがい打（い）

（ろ）

山形プレート（は）

羽子板ボルト（に）

スクリュー釘併用羽子板ボルト（ほ）

1 0 k N  引き寄せ金物

1 5 k N  引き寄せ金物

2 0 k N  引き寄せ金物

（へ）

（と）

（ち）

（り）

1 . 0 8  k N

5 . 8 8  k N

7 . 5 0  k N

8 . 5 0  k N

2 5 . 0 0  k N

1 0 . 0 0  k N

1 5 . 0 0  k N
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3 . 3 8  k NC P - L

ほ

ほと

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と
と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

とへ

へ

へ

へ

へ

へ

へ

へ

へ

へ

へ

へ

へ

へ

へ

へ

ち

ち

ほ

ほ

ち

ち

ほ

ほ

ほ

ほ ととと

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と
と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

とと

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と へ

へ

へ

へ

へ

へ

へ

へ

へ

へ

へ

へ

へ

へ

へ

へ

ち

ち

ほ

ほ

ち

ち

ほ

ほ

り りと

ろ

ろ

ろ

ろと

と へ

へ

と

と

に

に に

に

と

とと

とへ

へ

と と

記 号

無表記は、かど金物同等とする。
また、納まり上金物仕様を変更する場合は
短期許容耐力の大きい金物へ変更すること。

2 5 k N  引き寄せ金物
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（へ）以上はM 1 6とする。

※M 1 6配置は土台・アンカーボルト・筋交い伏図参照とする。
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共通事項(特記なき下記による。)

・一般間柱：3 0×1 2 0＠5 0 0

・開口際間柱：6 0×1 2 0

・まぐさ：3 0×1 2 0

1 .壁下地は下記とする

2 . は、梁継手位置を示す。

X9 X10

Y 0通り軸組図　1 / 2 0 0 Y 1通り軸組図　1 / 2 0 0

X3 X9X1 X2 X3a X4a X7a X8a

X1 X2 X3 X4 X5 X7X6 X8 X9 X10

Y 5通り軸組図　1 / 2 0 0

X3 X4 X5 X7X6 X8 X9 X10X1 X2

Y 3通り軸組図　1 / 2 0 0

X3 X4 X5 X7X6 X8 X9 X10X1 X2

Y 4通り軸組図　1 / 2 0 0
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